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蛋白抽出液の影響は2系統の培養系で調べた。(1 )通常の細胞培養より invivo 
C57Bl・6j成獣雄マウス(週令8-10週、日本クレア)を使用した。抱水クロラール
(350mgl kg， i.p.)で麻断麦、定倒出手術装置に固定し、以下のcoordinate(l:AP -1.8 mm， 
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図1:マウス海馬切片培養に対する海馬蛋白抽出液の影響。蛋白抽出液無添加(A)
の対照と比較し、KA投与反対側の海馬より抽出した蛋白を培養液内に添加した群
(8)で、は対照と明らかな差は認められなかったが、KA投与側蛋白抽出液(C)では
アンモン角の錐体細胞層が変性脱落していた。
図2:マイクロダイアリーシスにより採取した海馬細胞外液をマウス神経幹細胞の培養液に
添加して、神経幹細胞の分化に対する影響を調べた。対照としてマイクロダイアリーシスの
潅流液である人工髄液を同様に添加した(A，B)。正常海馬より抽出した細胞外液の1/10希
釈液(C)と原液(D)、力イニン酸投与から1週間経過した海馬細胞外液の1110希釈液(E)と
原液(F)を添加した両群を比較した。幹細胞分化誘導について明らかな差は認められず、
人工髄液との比較で、も違いは認められなかった。 緑:MAP2、赤:GFAP
図3:マウス神経幹細胞に対する海馬蛋白抽出液の影響。蛋白抽出液を希釈せず培養液
に添加すると、(C)の様に細胞がovergrowthになり、このため分化傾向が抑制された。この
図にはKA投与側海馬蛋白抽出液の結果を示しているが、正常海馬、KA投与側対側海馬
蛋白抽出液で、も同様の結果であった。このため分化誘導の検討には110希釈液での検討
を行った。(A)蛋白抽出液無添加、(B)1110K.J生投与側海馬蛋白抽出液。
(E)ω(G):培養液内へ1/10の蛋白希釈液を連日8日間投与して、免疫組織化学を施行した。
(D):未添加、(E):正常海馬、(F):KA対側海馬、 (G):KA投与海馬。各群とも赤色に染まる
GFAPが優勢で、緑色に染まる MAP-2陽性の神経細胞は細胞の大きさや突起の伸展程
度に明らかな違いは認められなかった。
